
 
 

施設整備事業の事後評価結果 
（平成２４年度事後評価分） 

 

 

１ 評価対象事業 

（１）機構の施設整備事業（いわゆるハード事業）については、施設整備の完了後３年又

は５年を経過した年の翌年度に、費用対効果分析の結果をもって事後評価することと

している。 

（２）平成２４年度については、平成２０年度に実施した２事業（１４件）及び平成１８

年度に実施した２事業（４７件）の計４事業（６１件）が、費用対効果分析による事

後評価の対象となった。 

このうち、平成１８年度に実施した１事業（１件）については、口蹄疫の影響によ

り事業の対象として導入した家畜を殺処分し、事後評価を実施することが困難となっ

たため評価の対象から除き、４事業（６０件）について事後評価を実施した。 

 

  【具体的事業の内訳】 

事 業 名 施設数(件) 

食肉流通合理化総合対策事業 １３ 

乳業再編整備等対策事業  １ 

地域肉用牛振興対策事業 ４０ 

低コスト肉用牛生産特別対策事業  ６ 

計 ６０ 

 

２ 評価結果 

（１）施設整備の完了後３年後に事後評価の対象となった２事業（１４件）については、

全て投資効果が「１」を上回った。 

（２）施設整備の完了後５年目に事後評価の対象となった２事業（４６件）については、

計画時に比べて配合飼料価格の上昇や子牛価格の低迷が著しいことから、その影響を

補正した上で投資効率を算定した。その結果、投資効果が「１」以下となったものは

１９件であった。 

理由は、経営収支の悪化や農家の生産技術不足から繁殖雌牛の増頭が進まなかった

ことなどである。 

（３）投資効果が「１」以下となったものについては、関係者の連携及び利用率の改善の

ため現地指導もしくは文書による指導を行った。また、地域肉用牛振興対策事業（現

名称 肉用牛経営安定対策補完事業）については、ヒアリングを早期に行い、十分な事

業実施期間を確保することとした。 

  

資料４ 
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【事後評価結果一覧】 

事 業 名 
件数 

（施設数）

投資効率が１以下と

なった施設の割合 

計画時の投資効率に

比べ、実績値による投

資効率が▲２０％以上

乖離している施設 

平成２０年度事業（３年目に事後評価を実施） 

食肉流通合理化総合対策事業 １３ 
０％ 

（０／１３件） 

３８％ 

（５／１３件） 

乳業再編整備等対策事業 １ 
０％ 

（０／１件） 

０％ 

（０／１件） 

計１４   

平成１８年度事業（５年目に事後評価を実施） 

地域肉用牛振興対策事業（補正

後） 
４０ 

４５％ 

（１８／４０件） 

５３％ 

（２１／４０件） 

低コスト肉用牛生産特別対策事

業（補正後） 
６ 

１７％ 

（１／６件） 

３３％ 

（２／６件） 

計４６     

合計（補正後） ６０ 
３２％ 

（１９／６０件） 

 

注１：投資効率＝｛（年総効果額÷還元率）－廃用損失額｝÷総事業費 

注２：補助事業第三者委員会での議論を踏まえ、地域肉用牛振興対策事業及び低コスト肉

用牛生産特別対策事業については、配合飼料価格の高騰及び子牛価格の低迷の影響を

考慮して補正。 

 

- 2 -



(別
紙

）

（
単
位
：
千
円
）

事
業

名

総
事

業
費

年
総

効
果

額
廃

用
損
失

額
還
元
率

投
資
効
率

総
事
業
費

年
総
効
果

額
廃
用
損
失

額
還
元
率

投
資
効
率

1
根
室
地

方
家

畜
商

業
協

同
組
合

（
根

室
集

散
地

家
畜
市
場

）
セ
リ
シ
ス
テ
ム

1
0
,9
6
6

5
,3
6
0

0
0
.2
3
6
0

2
.0
7

1
0
,7
1
0

2
,6
4
1

0
0
.2
3
6
0

1
.0
4

-
4
9
.5
%

○
猛
暑
に
よ
る
搾
乳
牛
の
淘
汰
や
乳
量
の
低
下
な
ど
酪

農
の

環
境

が
悪

化
し
、
酪

農
離

脱
農

家
が

増
加

し
た
こ

と
に
よ
り
、
取
引
頭
数
が
減
少
し
た
た
め
。

2
社
団
法

人
福

島
県

畜
産

振
興
協

会
（
福

島
県

家
畜

市
場
）

輸
送
施
設
（
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
）

5
,8
0
0

7
2
3

0
0
.0
9
0
0

1
.3
9

5
,7
8
0

1
,5
5
7

0
0
.0
9
0
0

2
.9
9

1
1
6
.1
%

○
県
内
の
家
畜
市
場
の
閉
鎖
に
伴
い
、
取
引
頭
数
が
増

加
し
た
た
め
。

3
株
式
会

社
福

島
県

食
肉

流
通

セ
ン
タ
ー

カ
ッ
ト
設
備
等

3
9
,5
9
3

6
,9
3
1

0
0
.1
2
6
4

1
.3
8

3
6
,8
4
5

1
2
,5
0
5

0
0
.1
2
7
5

2
.6
6

9
2
.2
%

○
地
場
販
売
や
新
規
取
引
先
拡
大
な
ど
に
よ
り
豚
の
処

理
頭
数
、
部
分
肉
加
工
数
が
増
加
し
た
た
め
。

4
但
馬
養

鶏
農

業
協

同
組

合
カ
ッ
ト
設
備
等

6
4
,3
6
5

3
7
,6
2
7

0
0
.1
3
4
5

4
.3
5

6
4
,3
6
5

1
8
0
,5
6
7

0
0
.1
3
4
5

2
0
.8
6

3
7
9
.9
%

○
近

隣
の

食
鳥

処
理

場
か

ら
受

託
処

理
を
開

始
し
た
こ
と

に
よ
り
、
処
理
羽
数
が
増
加
し
た
た
め
。

5
社
団
法

人
佐

賀
県

畜
産

公
社

真
空

包
装

機
自

動
梱

包
機

8
0
,1
2
1

2
7
,8
2
9

0
0
.1
2
2
3

2
.8
4

7
4
,2
0
0

1
7
,0
2
1

0
0
.1
2
2
3

1
.8
8

-
3
4
.0
%

○
農

家
の

廃
業

や
県

外
食

肉
セ
ン
タ
ー
へ

の
出

荷
増

加
に
よ
り
、
加
工
数
量
が
減
少
し
た
た
め
。

6
天
草
農

業
協

同
組

合
（
天
草
家

畜
市

場
）

セ
リ
シ
ス
テ
ム

3
5
,3
3
2

1
0
,7
5
5

0
0
.2
2
5
0

1
.3
5

3
5
,3
3
2

1
0
,2
0
8

0
0
.2
2
5
0

1
.2
8

-
5
.1
%

-

7
全
農
大

分
県

本
部

（
豊
後
豊

肥
家

畜
市

場
）

け
い
養

施
設

自
動

誘
導

レ
ー
ル

4
0
,5
6
2

6
,3
5
7

0
0
.0
6
9
0

2
.2
7

3
1
,3
9
5

4
,2
4
6

0
0
.0
6
9
0

1
.9
6

-
1
3
.7
%

-

8
全
農
大

分
県

本
部

（
豊
後
玖

珠
家

畜
市

場
）

け
い
養

施
設

自
動

誘
導

レ
ー
ル

6
0
,1
9
7

6
,1
4
1

0
0
.0
6
4
0

1
.5
9

5
3
,3
4
0

4
,6
3
6

0
0
.0
6
4
0

1
.3
6

-
1
4
.8
%

-

9
宮
崎
県

家
畜

商
商

業
協

同
組
合

（
都

城
一

般
家

畜
市
場
）

セ
リ
シ
ス
テ
ム

秤
量

施
設

2
4
,7
8
0

6
,9
1
6

0
0
.2
0
4
5

1
.3
6

2
4
,4
6
5

5
,3
5
6

0
0
.2
0
4
5

1
.0
7

-
2
1
.6
%

○
口
蹄
疫
及
び
高
齢
化
に
よ
る
離
農
の
進
行
に
よ
り
取

引
頭

数
が

減
少

し
た
た
め
。

1
0

あ
い
ら
農

業
協

同
組

合
（
姶
良
中

央
家

畜
市

場
）

け
い
養

施
設

（
回

転
柵

）
2
,5
7
4

7
0
1

0
0
.1
4
8
5

1
.8
3

2
,4
0
0

2
,4
5
3

0
0
.1
4
8
5

6
.8
8

2
7
5
.3
%

○
当
初
計
画
よ
り
人

件
費

が
大

き
く
圧

縮
で
き
た
た
め
。

1
1

あ
ま
み
農
業
協
同
組
合

（
与
論
家

畜
市

場
）

セ
リ
シ
ス
テ
ム

1
5
,2
6
7

3
,5
5
4

0
0
.1
9
0
8

1
.2
2

1
3
,7
5
5

2
,7
0
3

0
0
.1
9
0
8

1
.0
3

-
1
5
.6
%

-

1
2

鹿
児
島

県
経

済
農

業
協

同
組
合

連
合

会
（
指

宿
中

央
家
畜

市
場

）
自

動
誘

導
レ
ー
ル

7
,1
5
9

1
,9
5
6

0
0
.0
8
9
9

3
.0
4

6
,5
0
0

6
0
9

0
0
.0
8
9
9

1
.0
4

-
6
5
.7
%

○

子
牛
価
格
の
低
迷
に
よ
り
、
高
齢
化
・
婦
女
子
化
し
て

い
る
農
家
の
生
産
意
欲
減
退
を
招
き
、
子
牛
生
産
頭

数
が

減
少

し
た
こ
と
に
よ
り
、
取

引
頭

数
が

減
少

し
た

た
め
。

1
3

沖
縄

県
農

業
協

同
組

合
（
多
良

間
家

畜
市

場
）

自
動

誘
導

レ
ー
ル

1
2
,1
0
0

1
,8
9
1

0
0
.0
9
0
0

1
.7
4

1
2
,1
0
0

1
,0
9
9

0
0
.0
9
0
0

1
.0
1

-
4
1
.9
%

○
飼
料
価
格
高
騰
や
口
蹄
疫
の
影
響
に
よ
る
経
営
規
模

の
縮
小
等
に
よ
り
当
初
計
画
し
て
い
た
頭
数
ま
で
は
達

し
な
か

っ
た
た
め
。

事
業
計
画
時

実
績
値

事
業

実
施

主
体

整
備

内
容

乖
離
の
要
因

乖
離

状
況

事
　
後

　
評

　
価

　
の

　
実

　
施

　
状

　
況 担

当
部

畜
産
振
興
部

2
0
%
以
上

の
乖
離

平
成

２
０
年

度
食

肉
等

流
通

合
理

化
総

合
対

策
事

業

- 3 -



改
善

事
項

改
　
善

　
点

　
の
　
具
　
体

　
的
　
な
　
内
　
容

事
業
内

容
―

運
用
方

法
―

審
査
方

法
・
基

準
―

費
用
対

効
果

分
析

手
法

―

指
導
方

法
等

―

- 4 -



（
千
円
）

事
 
業
 
名

担
当

部

乖
離

乖
離
の
要
因

総
事
業
費

年
総

効
果

額
廃

用
損

失
額

還
元

率
投

資
効

率
総

事
業

費
年

総
効

果
額

廃
用

損
失

額
還
元
率

投
資
効
率

状
況

1
関

東
生
乳
販
売
農
業
協
同

組
合

連
合
会

大
型
貯
乳
施
設

8
1
1
,
6
2
4

9
7
,
7
0
7

5
6
,
6
7
3

0
.
1
0
1
0

1
.
1
2

7
0
1
,
4
8
9

1
0
0
,
3
4
6

5
6
,
6
7
3

0
.
1
0
1
4

1
.
3
3

1
8
.
8
%

-

運
用
方
法

　
　
　
　
　
　
　

　
―

事
　

後
　

評
　

価
　

の
　

実
　

施
　

状
　

況

乳
業
再
編
整
備
等
対
策
事
業
（
大
型
貯
乳

施
設

整
備

事
業

）
畜
産
需
給
部

事
業
実
施
主
体

整
備
内
容

事
　

業
　

計
　

画
　

時
実

　
績

　
値

2
0
%
以

上
の

乖
離

改
善
事
項

改
　

善
　

点
　

の
　

具
　

体
　

的
　

な
　

内
　

容
事
業
内
容

　
平
成
2
2
年
度

を
も

っ
て

当
該

事
業

は
終

了

審
査
方
法
・
基
準

　
　
　
　
　
　
　

　
―

費
用
対
効
果
分
析
手
法

　
　
　
　
　
　
　

　
―

指
導
方
法
等

　
　
　
　
　
　
　

　
―

- 5 -



（
千

円
）

事
 業

 名
地

域
肉

用
牛

振
興

対
策

事
業

（
新

規
参

入
円

滑
化

対
策

事
業

）
担

当
部

乖
離

施
設

等
導
入
頭
数

総
事

業
費

年
総

効
果

額
廃

用
損

失
額

還
元

率
投

資
効

率
総

事
業

費
年

総
効

果
額

廃
用

損
失

額
還

元
率

投
資

効
率

状
況

1
.0

0
-
2
9
.1

%

(2
.3

5
)

6
7
.5

%

0
.2

7
-
8
1
.9

%

(1
.2

9
)

-
1
4
.9

%

0
.3

6
-
7
3
.2

%

(1
.0

4
)

-
2
1
.5

%

0
.2

8
-
8
4
.0

%

(0
.8

5
)

-
5
1
.2

%

0
.1

8
-
8
4
.7

%

(2
.1

4
)

8
4
.2

%

0
.9

7
-
4
0
.1

%

(1
.9

8
)

2
2
.8

%

0
.0

5
-
9
7
.9

%

(0
.4

3
)

-
8
0
.5

%

0
.0

5
-
9
6
.7

%

(0
.4

4
)

-
7
2
.7

%

0
.5

0
-
5
8
.6

%

(1
.7

0
)

4
0
.8

%

0
.0

6
-
9
4
.8

%

(1
.4

1
)

1
3
.5

%

0
.6

7
-
5
5
.9

%

(1
.5

3
)

0
.4

%

0
.2

0
-
8
7
.7

%

(0
.2

0
)

-
8
7
.6

%

1
.2

3
1
9
0
,3

8
2

3
4
,4

3
4

0
0
.1

5
9
1

1
5

全
農

兵
庫

県
本

部

・
セ

シ
ウ

ム
検

出
に

伴
い

野
草

利
用

が
で

き
な

か
っ

た
こ

と
に

よ
る

代
替

粗
飼

料
費

の
発

生
・
セ

シ
ウ

ム
検

出
の

風
評

に
伴

う
出

荷
控

え
に

よ
る

子
牛

販
売

頭
数

の
減

少
1
2
,1

0
3

2
,7

8
4

0
0
.1

4
2
5

1
.6

1
1
1
,6

7
3

－
1
.1

4
-
7
.8

%
畜

舎
等

2
0
0

1
7
3
,5

8
3

3
4
,4

9
3

0
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0
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0
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0
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0
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0
0
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0
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0
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0
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1
,7

5
9

1
6
,8

2
0

0
0
.1

5
1
8

3
9
1

0
0
.1

8
9
1

・
収

益
性

低
下

に
よ

る
繁

殖
雌

牛
の

導
入

未
達

や
技

術
力

不
足

等
に

よ
る

子
牛

生
産

率
の

低
下

の
結

果
、

子
牛

販
売

頭
数

が
減

少
3
9
,2

0
3

1
2
,1

1
8

0
0
.1

8
9
4

1
.6

0
3
8
,9

2
0

－

0
0
.1

9
6
6

・
収

益
性

低
下

に
よ

る
繁

殖
雌

牛
の

導
入

未
達

や
技

術
力

不
足

等
に

よ
る

子
牛

生
産

率
の

低
下

の
結

果
、

子
牛

販
売

頭
数

が
減

少
4
,3

8
7

0
0
.1

9
5
7

2
.2

0
9
,9

9
0

9
1

8

(社
)岩

手
県

農
業

公
社

畜
舎

等
1
7

1
0
,1

9
3

9
畜

舎
、

堆
肥

舎
等

4
1

－
1
5
,8

6
8

0
0
.1

1
5
8

1
.6

1
8
4
,4

3
1

1
0
,6

1
2

7
オ

ロ
ロ

ン
農

協
畜

舎
、

堆
肥

舎
等

1
1
5

8
4
,8

9
3

0
0
.1

5
9
5

0
0
.1

3
0
0

6
門

別
町

農
協

畜
舎

等
3
0

2
0
,2

9
7

0
.1

6
7
2

1
.7

5
2
0
,1

3
2

9
5
5

0
0
.1

7
0
0

－
4
,0

5
8

0
0
.1

7
2
0

1
.1

6
1
6
,4

2
8

4
6
5

1
,3

2
9

0
0
.2

0
6
5

－ －

5
畜

舎
等

3
0

1
9
,1

4
2

5
,5

8
9

0

1
.3

3
2
4
,5

8
8

1
,7

7
6

0
0
.2

0
2
9

・
収

益
性

低
下

に
よ

る
繁

殖
雌

牛
の

導
入

未
達

や
技

術
力

不
足

等
に

よ
る

子
牛

生
産

率
の

低
下

の
結

果
、

子
牛

販
売

頭
数

が
減

少

3
畜

舎
等

3
6

2
0
,5

2
8

6
,3

6
2

0
0
.2

0
4
2

1
.5

2

4
,7

5
8

0
0
.1

7
5
4

－
2
5
,9

6
6

6
,2

9
8

0
0
.1

7
2
9

1
.4

0
2
7
,2

5
8

2

足
寄

町
農

協

畜
舎

等
4
0

0
0
.1

1
4
2

1
.4

7
1
4
,0

6
1

4
畜

舎
等

3
8

2
3
,2

3
1

6
,2

4
0

0
0
.2

0
1
9

2
3
,4

7
6

1
な

が
ぬ

ま
農

協
畜

舎
等

1
5

1
3
,0

1
8

2
,1

8
1

0
.1

3
9
4

－
1
,9

8
5

0
1
.0

1
-
3
0
.9

%

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
事

　
後

　
評

　
価

　
の

　
実

　
施

　
状

　
況

畜
産

経
営

対
策

部

事
業

実
施

主
体

整
備

内
容

事
　

業
　

計
　

画
　

時
（

1
8
年

度
）

実
績

値
（

2
3
年

度
 
注

※
）

補
正

後
1
.0

以
下

の
要

因

1
.1

9
-
3
0
.7

%
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乖
離

施
設

等
導
入
頭
数

総
事

業
費

年
総

効
果

額
廃

用
損

失
額

還
元

率
投

資
効

率
総

事
業

費
年

総
効

果
額

廃
用

損
失

額
還

元
率

投
資

効
率

状
況

事
業

実
施

主
体

整
備

内
容

事
　

業
　

計
　

画
　

時
（

1
8
年

度
）

実
績

値
（

2
3
年

度
 
注

※
）

補
正

後
1
.0

以
下

の
要

因

0
.0

5
-
9
5
.9

%

(0
.9

2
)

-
2
9
.0

%

0
.1

4
-
8
9
.0

%

(0
.7

5
)

-
4
0
.0

%

0
.2

7
-
7
6
.2

%

(0
.8

2
)

-
2
7
.3

%

0
.2

0
-
8
3
.5

%

(0
.5

8
)

-
5
1
.7

%

0
.2

2
-
8
6
.8

%

(0
.6

0
)

-
6
3
.3

%

0
.9

6
-
4
1
.8

%

(2
.1

1
)

2
8
.2

%

0
.7

9
-
4
1
.0

%

(1
.8

6
)

3
8
.4

%

0
.2

7
-
8
4
.3

%

(0
.5

1
)

-
6
9
.8

%

0
.4

1
-
7
3
.7

%

(0
.4

1
)

-
7
3
.7

%

0
.0

8
-
9
3
.0

%

(0
.4

5
)

-
6
0
.8

%

0
.1

6
-
8
6
.7

%

(0
.8

3
)

-
2
9
.3

%

0
.3

0
-
7
3
.8

%

(0
.4

2
)

-
6
3
.4

%

0
.1

0
5
9

1
.3

4
2
5
,8

6
4

3
2

畜
舎

、
堆

肥
舎

等
3
0

3
1
,3

9
4

4
,4

4
2

0

1
.1

4
3
7
,0

5
9

1
,1

5
8

0
0
.1

0
4
5

－
3
,4

7
4

0
0
.1

2
2
9

1
.0

9
-
1
8
.2

%

3
1

宮
崎

中
央

農
協

畜
舎

、
堆

肥
舎

等
5
0

4
4
,6

5
4

5
,8

1
1

0
0
.1

1
4
0

3
3
4

0
0
.1

6
9
7

・
技

術
力

不
足

等
に

よ
る

子
牛

生
産

率
の

低
下

の
結

果
、

子
牛

販
売

頭
数

が
減

少
1
2
,6

0
0

2
,5

1
2

0
0
.1

6
9
7

1
.1

8
1
2
,5

6
2

・
口

蹄
疫

発
生

に
伴

う
人

工
授

精
の

自
粛

に
よ

る
子

牛
生

産
率

の
低

下
や

収
益

性
低

下
に

よ
る

繁
殖

雌
牛

の
導

入
未

達
の

結
果

、
子

牛
販

売
頭

数
が

減
少

3
0

熊
本

県
畜

産
農

協
畜

舎
等

2
0

0
0
.1

1
8
9

1
.3

6
2
7
,1

5
2

2
9

阿
蘇

農
協

畜
舎

等
2
5

2
6
,6

4
0

4
,3

1
2

1
.1

4
1
0
5
,1

5
9

1
,3

4
9

0
0
.1

6
1
3

0
.1

2
1
5

－
5
,2

3
7

0

2
8

山
香

町
農

協
畜

舎
等

1
0
0

1
0
0
,5

9
0

1
7
,6

9
4

0
0
.1

5
4
2

5
7
3

0
0
.1

1
3
9

・
技

術
力

不
足

等
に

よ
る

子
牛

生
産

率
の

低
下

や
子

牛
の

事
故

発
生

の
結

果
、

子
牛

販
売

頭
数

が
減

少 ・
天

候
不

良
に

伴
い

自
給

飼
料

を
確

保
出

来
な

か
っ

た
こ

と
に

よ
る

購
入

飼
料

費
の

増
加

1
1
,3

3
5

1
,9

6
6

0
0
.1

1
1
9

1
.5

5
1
2
,3

6
8

・
技

術
力

不
足

等
に

よ
る

子
牛

生
産

率
の

低
下

や
子

牛
の

事
故

発
生

の
結

果
、

子
牛

販
売

頭
数

が
減

少

2
7

対
馬

農
協

畜
舎

、
堆

肥
舎

等
2
0

0
0
.1

2
2
4

1
.6

9
1
5
,6

4
3

2
6

畜
舎

、
堆

肥
舎

等
2
0

1
6
,2

7
3

3
,3

7
6

2
,5

8
7

0
0
.1

2
2
4

1
.3

0
1
5
,8

5
0

2
,5

3
2

0
.1

1
9
0

・
技

術
力

不
足

等
に

よ
る

繁
殖

雌
牛

の
事

故
・
廃

用
頭

数
が

増
加

し
た

結
果

、
子

牛
販

売
頭

数
が

減
少

4
9
4

0

1
.3

4
1
7
,0

9
7

1
,6

2
5

0 0
0
.1

1
9
8

－

2
2
,0

6
2

2
,4

3
0

0
0
.1

1
5
3

0
.1

1
9
6

－

1
.1

9
1
1
4
,8

0
2

・
収

益
性

低
下

に
よ

る
繁

殖
雌

牛
の

導
入

未
達

や
技

術
力

不
足

等
に

よ
る

子
牛

生
産

率
の

低
下

の
結

果
、

子
牛

販
売

頭
数

が
減

少

2
3

畜
舎

、
堆

肥
舎

等
3
0

2
1
,7

5
7

4
,0

4
6

0

1
.6

4
2
3
,6

1
1

5
6
5

0
0
.1

1
0
5

－
0
.1

1
3
0

1
.6

4

2
2

ご
と

う
農

協

畜
舎

、
堆

肥
舎

等
3
0

2
3
,6

9
2

4
,2

7
5

0
0
.1

1
0
0

2
4

畜
舎

、
堆

肥
舎

等
2
0

1
7
,7

2
2

2
,8

2
2

2
5

畜
舎

、
堆

肥
舎

等
2
0

1
6
,2

7
3

0
0
.1

1
8
6

2
1

唐
津

農
協

畜
舎

、
堆

肥
舎

等
1
3
0

0
0
.1

3
2
4

1
.1

3
7
2
,3

4
5

2
,7

6
4

0

3
,3

8
7

0
0
.1

5
0
0

・
収

益
性

低
下

に
よ

る
繁

殖
雌

牛
の

導
入

未
達

や
技

術
力

不
足

等
に

よ
る

子
牛

生
産

率
の

低
下

の
結

果
、

子
牛

販
売

頭
数

が
減

少
・
当

初
計

画
し

て
い

た
自

給
飼

料
畑

を
確

保
出

来
な

か
っ

た
こ

と
に

よ
る

購
入

飼
料

費
の

増
加

1
2
3
,8

4
8

1
9
,4

5
8

0
0
.1

3
1
5

3
,8

5
3

0
0
.1

3
6
6

－

・
収

益
性

低
下

に
よ

る
繁

殖
雌

牛
の

導
入

未
達

や
技

術
力

不
足

等
に

よ
る

子
牛

生
産

率
の

低
下

の
結

果
、

子
牛

販
売

頭
数

が
減

少
・
当

初
計

画
し

て
い

た
自

給
飼

料
畑

を
確

保
出

来
な

か
っ

た
こ

と
に

よ
る

購
入

飼
料

費
の

増
加

2
0

佐
賀

み
ど

り
農

協
畜

舎
、

堆
肥

舎
等

6
0

7
0
,4

3
4

1
0
,5

3
2

1
.2

4
4
5
,7

4
8

8
6
7

0
0
.1

3
9
0

0
.1

4
2
0

・
技

術
力

不
足

等
に

よ
る

子
牛

生
産

率
の

低
下

や
子

牛
の

事
故

発
生

の
結

果
、

子
牛

販
売

頭
数

が
減

少 ・
子

牛
の

き
め

細
や

か
な

飼
養

管
理

（
特

に
哺

育
技

術
）
を

行
う

た
め

の
雇

用
労

賃
の

発
生

1
8

畜
舎

等
2
6

1
3
,6

7
8

3
,3

2
9

0
0
.1

3
3
2

1
.8

3

1
7
1

0
0
.1

5
0
2

・
技

術
力

不
足

等
に

よ
る

子
牛

生
産

率
の

低
下

の
結

果
、

肥
育

牛
販

売
頭

数
が

減
少

　
（
※

繁
殖

・
肥

育
一

貫
経

営
）

2
1
,8

1
6

4
,2

4
2

0
0
.1

5
0
3

1
.2

9
2
1
,6

9
8

1
7

東
宇

和
農

協

畜
舎

等
3
6

0
0
.1

1
4
0

1
.5

3
2
0
,9

1
5

1
9

畜
舎

等
6
8

4
4
,9

0
4

7
,6

3
6

0
0
.1

3
6
9

1
3
,8

9
5

1
6

い
わ

み
中

央
農

協
畜

舎
等

3
5

1
7
,7

8
6

3
,1

0
2

0
.1

3
7
2

－
3
,2

6
8

0
1
.1

4
-
2
5
.6

%

2
.0

3
1
1
.1

%

1
.3

3
2
.5

%

1
.5

9
1
6
.6

%
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乖
離

施
設

等
導
入
頭
数

総
事

業
費

年
総

効
果

額
廃

用
損

失
額

還
元

率
投

資
効

率
総

事
業

費
年

総
効

果
額

廃
用

損
失

額
還

元
率

投
資

効
率

状
況

事
業

実
施

主
体

整
備

内
容

事
　

業
　

計
　

画
　

時
（

1
8
年

度
）

実
績

値
（

2
3
年

度
 
注

※
）

補
正

後
1
.0

以
下

の
要

因

0
.1

9
-
8
5
.0

%

(0
.8

8
)

-
2
8
.7

%

0
.1

4
-
8
9
.0

%

(0
.9

1
)

-
2
7
.3

%

0
.2

5
-
8
4
.8

%

(1
.0

2
)

-
3
7
.0

%

0
.0

6
-
9
5
.5

%

(0
.3

5
)

-
7
5
.2

%

0
.2

2
-
7
9
.8

%

(1
.0

1
)

-
6
.3

%

0
.0

6
-
9
5
.0

%

(0
.9

0
)

-
2
6
.9

%

0
.4

4
-
6
3
.6

%

(1
.1

8
)

-
2
.1

%

0
.4

3
-
7
0
.2

%

(1
.0

8
)

-
2
4
.2

%

改
善

事
項

注
１

事
業

内
容

運
用

方
法

審
査

方
法

・
基

準

費
用

対
効

果
分

析
手

法

指
導

方
法

等

-
注

３
地

域
肉

用
牛

振
興

対
策

事
業

（
新

規
参

入
円

滑
化

対
策

事
業

）
に

つ
い

て
は

、
新

規
参

入
者

の
促

進
を

図
る

た
め

、
牛

舎
等

の
施

設
整

備
及

び
繁

殖
雌

牛
を

導
入

す
る

事
業

内
容

で
あ

り
、

５
年

間
を

実
施

期
間

と
し

、
５

年
後

に
投

資
効

率
が

1
.
0
を

上
回

る
計

画
と

な
っ

て
い

る
。

- ・
事

後
評

価
の

結
果

、
投

資
効

率
が

１
以

下
の

場
合

に
提

出
す

る
改

善
策

に
つ

い
て

、
年

度
別

に
記

入
す

る
等

よ
り

具
体

的
な

も
の

に
改

善
・
関

係
者

間
の

連
携

及
び

生
産

者
へ

の
計

画
的

指
導

の
実

施
に

つ
い

て
、

現
地

調
査

及
び

文
書

に
よ

り
指

導
・
新

規
参

入
者

に
共

通
す

る
課

題
と

改
善

の
た

め
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

記
し

た
事

例
集

を
作

成
・
配

布

改
　

善
　

点
　

の
　

具
　

体
　

的
　

な
　

内
　

容
投

資
効

率
が

1
.
0
を

下
回

っ
た

も
の

に
つ

い
て

は
、

補
正

を
行

い
下

段
に

（
　

）
と

し
た

。

-
注

２
補

正
値

に
つ

い
て

は
、

肉
牛

価
格

等
の

数
値

に
係

る
1
8
年

度
か

ら
2
3
年

度
へ

の
変

動
率

を
農

林
水

産
省

等
の

統
計

を
参

考
に

算
出

し
、

2
3
年

度
の

数
値

に
乗

ず
る

こ
と

に
よ

り
、

算
出

し
た

。
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
早

期
化

に
よ

る
十

分
な

事
業

実
施

期
間

の
確

保

－
1
1
,8

2
3

0
0
.1

2
8
6

1
.4

3
6
8
,4

2
6

4
,1

8
7

4
0

肝
付

吾
平

町
農

協
畜

舎
、

堆
肥

舎
等

6
0

6
4
,2

6
2

0
0
.1

5
8
5

3
9

あ
お

ぞ
ら

農
協

畜
舎

、
堆

肥
舎

等
5
0

5
4
,1

9
9

0
0
.1

4
3
4

－
9
,3

5
5

0
0
.1

4
2
7

1
.2

1
5
3
,8

4
2

3
,7

5
3

0
0
.1

4
8
0

・
当

初
計

画
し

て
い

た
自

給
飼

料
畑

を
確

保
出

来
な

か
っ

た
こ

と
に

よ
る

購
入

飼
料

費
の

増
加

・
繁

殖
雌

牛
導

入
価

格
の

上
昇

に
よ

る
リ

ー
ス

料
（
家

畜
）
の

増
加

9
,4

8
1

0
0
.1

4
4
0

1
.2

3
5
4
,3

4
3

4
9
5

3
8

そ
お

鹿
児

島
農

協
畜

舎
、

堆
肥

舎
等

5
0

5
3
,3

4
7

0
.1

3
6
3

1
.0

8
5
9
,7

5
8

3
7

い
ぶ

す
き

農
協

畜
舎

、
堆

肥
舎

等
5
0

5
5
,5

4
4

8
,1

7
9

0

5
6
0

0
0
.1

4
8
7

・
自

給
飼

料
の

生
産

が
計

画
通

り
進

ま
な

か
っ

た
こ

と
に

よ
る

購
入

飼
料

費
の

増
加

・
技

術
力

不
足

等
に

よ
る

子
牛

生
産

率
の

低
下

や
子

牛
の

事
故

発
生

の
結

果
、

子
牛

販
売

頭
数

が
減

少 ・
繁

殖
雌

牛
導

入
価

格
の

上
昇

に
よ

る
リ

ー
ス

料
（
家

畜
）
の

増
加

－
1
,8

1
6

0
0
.1

3
9
5

5
8
,5

3
4

3
6

畜
舎

等
5
0

5
2
,6

8
1

1
0
,5

8
8

0
0
.1

4
0
4

1
.4

3

2
,0

1
7

0
0
.1

5
4
9

－
4
6
,6

5
2

1
0
,3

0
6

0
0
.1

3
6
3

1
.6

2
5
2
,8

2
6

0
0
.1

5
1
9

・
自

給
飼

料
の

生
産

が
計

画
通

り
進

ま
な

か
っ

た
こ

と
に

よ
る

購
入

飼
料

費
の

増
加

・
技

術
力

不
足

等
に

よ
る

子
牛

生
産

率
の

低
下

や
子

牛
の

事
故

発
生

の
結

果
、

子
牛

販
売

頭
数

が
減

少 ・
繁

殖
雌

牛
導

入
価

格
の

上
昇

に
よ

る
リ

ー
ス

料
（
家

畜
）
の

増
加

8
,8

7
3

0
0
.1

3
9
1

1
.2

5
5
4
,1

4
5

1
,1

3
6

3
4

鹿
児

島
き

も
つ

き
農

協

畜
舎

、
堆

肥
舎

等
5
0

5
1
,0

0
2

3
5

畜
舎

等
5
0

0
0
.1

0
0
6

・
口

蹄
疫

発
生

に
伴

う
人

工
授

精
の

自
粛

に
よ

る
子

牛
生

産
率

の
低

下
や

収
益

性
低

下
に

よ
る

繁
殖

雌
牛

の
導

入
未

達
の

結
果

、
子

牛
販

売
頭

数
が

減
少

4
,4

2
3

0
0
.1

1
3
7

1
.2

4
2
3
,0

1
3

4
3
1

3
3

都
城

農
協

畜
舎

、
堆

肥
舎

等
4
3

3
1
,4

4
4
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（
千

円
）

事
 業

 名
低

コ
ス

ト
肉

用
牛

生
産

特
別

対
策

事
業

（
低

コ
ス

ト
肉

用
牛

生
産

実
証

展
示

事
業

）
担

当
部

総
事

業
費

年
総

効
果

額
廃

用
損

失
額

還
元

率
投

資
効

率
総

事
業

費
年

総
効

果
額

廃
用

損
失

額
還

元
率

投
資

効
率

0
.0

3
-
9
8
.2

%

(1
.2

9
)

-
2
3
.2

%

0
.0

3
-
9
8
.3

%

(6
.6

8
)

3
3
2
.2

%

0
.4

3
-
6
2
.0

%

(0
.5

9
)

-
4
8
.0

%

0
.0

0
-
1
0
0
.0

%

(2
.8

9
)

9
4
.7

%

0
.0

5
-
9
6
.9

%

(2
.4

9
)

4
5
.2

%

注
１

指
導

方
法

等

・
関

係
者

間
の

連
携

及
び

生
産

者
へ

の
計

画
的

指
導

の
実

施
に

つ
い

て
、

文
書

に
よ

り
指

導

　
補
正
値
に
つ
い
て
は
、
肉
牛
価
格
等
の
数
値
に
係
る
1
8
年
度
か
ら
2
3
年
度
へ
の
変
動
率
を
農
林
水
産
省
等
の
統
計
を
参
考
に
算
出
し
、

2
3
年
度
の
数
値
に
乗
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
算
出
し
た
。

　 　
低
コ
ス
ト
肉
用
牛
生
産
特
別
対
策
事
業
（
低
コ
ス
ト
肉
用
牛
生
産
実
証
展
示
事
業
）
に
つ
い
て
は
、
低
コ
ス
ト
肉
用
牛
生
産
の
推
進
を

図
る
た
め
、
家
畜
飼
養
管
理
用
等
の
施
設
整
備
及
び
牧
草
地
の
整
備
等
を
実
施
す
る
事
業
内
容
で
あ
り
、
５
年
間
を
実
施
期
間
と
し
、
５

年
後
に
投
資
効
率
が
1
.
0
を
上
回
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

審
査

方
法

・
基

準
－

注
３

費
用

対
効

果
分

析
手

法
－

事
業

内
容

平
成

1
8
年

度
を

も
っ

て
当

該
事

業
は

終
了

注
２

運
用

方
法

－

－

改
善

事
項

改
　

善
　

点
　

の
　

具
　

体
　

的
　

な
　

内
　

容
　
投
資
効
率
が
1
.
0
を
下
回
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
補
正
を
行
い
下
段
に
（
　
）
と
し
た
。

1
.7

1
1
8
,7

2
1

8
1

0
0
.0

8
0
4

6
日

向
農

協
牛

舎
、

堆
肥

舎
等

1
9
,6

9
3

2
,7

1
7

0
0
.0

8
0
6

－
1
.4

8
4
4
,8

7
7

0
0

0
.0

9
7
2

・
長

期
不

受
胎

牛
の

発
生

や
分

娩
事

故
の

増
加

に
よ

る
子

牛
販

売
頭

数
の

減
少

・
畜

舎
工

事
遅

延
に

よ
り

補
助

率
が

低
下

し
た

結
果

、
自

己
負

担
額

が
増

加

5
壱

岐
市

農
協

牛
舎

、
堆

肥
舎

、
機

械
等

5
0
,5

5
1

7
,4

4
7

0
0
.0

9
9
2

1
.1

3
1
9
0
,3

6
6

7
,9

8
4

0
0
.0

9
8
0

－

4
佐

賀
県

農
協

牛
舎

、
堆

肥
舎

、
機

械
等

2
4
1
,4

3
1

2
6
,5

7
3

0
0
.0

9
7
7

1
.5

4
3
9
,4

7
8

1
4
1

0
0
.1

3
6
7

－

3
真

庭
農

協
牛

舎
、

堆
肥

舎
、

機
械

等
4
7
,9

4
5

9
,6

2
4

0
0
.1

3
0
0

1
.7

1
2
4
,6

5
4

1
9
,4

4
0

0
0
.1

1
5
8

6
.8

1
2
9
8
.1

%

－

2
た

じ
ま

農
協

牛
舎

等
2
0
,5

8
0

4
,1

7
4

0
0
.1

1
8
6

1
.6

7
2
9
,5

3
5

1
1
3

0
0
.1

2
3
7

補
正

後
1
.0

以
下

の
要

因

1
宮

城
県

農
業

公
社

牛
舎

、
堆

肥
舎

、
機

械
等

2
9
,6

1
6

6
,4

5
5

0
0
.1

3
0
3

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
事

　
後

　
評

　
価

　
の

　
実

　
施

　
状

　
況

畜
産

経
営

対
策

部

事
業

実
施

主
体

整
備

内
容

事
　
業
　
計
　
画
　
時
（
1
8
年
度
）

実
　
績
　
値
（
2
3
年
度
 
注
※
）

乖
離

状
況
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（参考） 

新規参入円滑化等対策事業における採択時の審査及び採択後のフォローアップについて 

 

 

時期 

 

 

内容 

 

２４年度の実施状況 

 

備考 

採択時 ・ヒアリングで次の項目を

確認（都道府県、農協等） 

→事業の内容（施設の整備、

繁殖雌牛の導入） 

→新規参入者の要件（技術

水準、研修内容） 

→費用対効果分析（５年後

の経営収支計画額を基に算

定） 

→農協等による指導・支援

体制 

・宮崎県ほか４県（６新規参入

者）についてヒアリングを実施

し、内容を精査した上で、事業

を採択 

・２２年度から農協等に

よる指導・支援体制を運

営状況報告の確認項目に

追加 

１年後 ・施設の利用状況等の報告 ・２２年度採択分の利用状況等

を確認 

 

２年後 ・施設の利用状況等の報告 ・２１年度採択分の利用状況等

を確認 

 

３年後 ・施設の利用状況等の報告 

・利用状況等が計画を下回

るものについて現地調査・

指導を実施 

・２０年度採択分の利用状況等

を確認 

・９件の現地調査・指導を実施 

・２０年度から２２年度

まで補助事業として、

２３年度から機構が直接

実施 

４年後 ・施設の利用状況等の報告 ・１９年度採択分の利用状況等

を確認 

・１件の現地調査を実施 

 

５年後 ・施設の利用状況等の報告 

・事後評価の実施 

→効用が費用を下回った場

合は改善策の提出 

・１８年度分の利用状況等を確

認及び事後評価の実施 

・３件の現地調査・指導を実施

及びその他については文書によ

り指導 

・投資効率が１．０以下：

１８件 

・事業参加者のための事

例集を作成 

 

※新規参入円滑化等対策事業は、１８年度までは地域肉用牛振興対策事業として実施。なお、１９年

度から２１年度までは肉用牛繁殖基盤強化総合対策事業、２２年度は多様な肉用牛経営実現支援事業、

２３年度以降は肉用牛経営安定対策補完事業として実施されている。 
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